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子宮頸
けい
がん

　子宮頸がんは、子宮の出口付近である子宮頸部にでき
るがんです。日本では毎年約 1 万人の女性が子宮頸がん
にかかり、毎年約 3,000 人が子宮頸がんで亡くなって
います。がんの中でも若年層で発症する割合が比較的高
いのが特徴で、年代別の発症割合は 20 代から増え始め、
40 代をピークにその後徐々に減少していきます。

原因
　原因のほとんどは、ヒトパピローマウイルス（HPV）の感染によるものです。HPV は、女性の多くが一
生に一度は感染するといわれるウイルスで、感染しても、多くの場合は自然に消滅します。しかし、一部の
人では、ウイルスが体に残り続け、がんになってしまうことがあります。

治療
　子宮頸がんは、早期に発見し、手術などの治療を受けることで、治すことができる病気です。しかし、発
見したときのがんの進行度合いや病状によっては、手術で子宮の一部を切り取ることで、妊娠したときに早
産のリスクが高まったり、子宮を失うことで、妊娠できなくなったりすることがあります。

予防
・HPV ワクチンで HPV の感染を予防
・子宮頸がん検診でがんを早くみつけて治療

みんなの保健室

Everyone's infirmary

問健康推進課保健係

種類
　2 価・4 価・9 価ワクチン
接種回数
　2 ～ 3 回
　（ワクチンの種類や年齢によって異なります）
接種できる医療機関
　雄武町国民健康保険病院
公費で接種できる方
◦小学校 6 年生～高校 1 年生相当
◦平成 9 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日生まれ
　の女性で、令和 4 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月　
　31 日までに HPV ワクチンを 1 回以上接種した
　方（令和 7 年度のみの経過措置）

　　　　　　HPV ワクチンの詳細
　　　　　　厚生労働省リーフレット

HPVワクチン
対象
　20 歳以上の女性
検診間隔
　2 年に 1 回
検診場所
　集団検診）令和 8 年 2 月 9 日（要予約）
　　　　　　雄武町地域交流センター
　個別検診）随時（要予約）
　　　　　　広域紋別病院、遠軽厚生病院、旭川が
　　　　　　ん検診センター、札幌がん検診センタ
　　　　　　ー、釧路がん検診センター
無料で検診を受けることができる方
　雄武町の住民基本台帳に登録されている、今年度
中 に 21・26・31・36・41・46・51・56・61
歳になる方

　　　子宮頸がん検診の詳細
　　　がん情報サービスホームページ

子宮頸がん検診（細胞診検査）

年齢階級別罹患率【子宮頚部 2021 年】

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」（全国がん登録）
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